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連
載
・
イ
ベ
ン
ト

山川建夫氏の朗読（軽井沢書店）

岩波書店『寺田寅彦全集』と講談社学術文庫『天災と国防』

寺
田
寅
彦『
天
災
と
国
防
』を
題
材
と
し
て

―
―
安
全
な〝
居
場
所
〟を
つ
く
る

佐
藤
建
吉

代
表
理
事

一
般
社
団
法
人 

ｅ
ｆ
ｃ
ｏ
．
ｊ
ｐ

一
般
社
団
法
人
洸
楓
座

Something
NEWS
ふるさと

第㊻回

▼
居
場
所
の
確
保

「
地
方
に
こ
そ
書
籍
文
化

の
拠
点
が
欲
し
い
」
。
こ
れ

は
、
２
年
前
の
夏
、
本
連
載

コ
ラ
ム
で
紹
介
し
た
、
軽
井

沢
の
「
ブ
ッ
ク
＆
カ
フ
ェ
」

に
掲
げ
た
主
題
で
あ
っ
た

【
註
１
】
。

今
年
11
月
21
日
、
そ
の
ブ

そ
れ
を
享
受
す
る
。
本
の
読

み
方
も
多
彩
で
あ
る
が
、
個

人
と
し
て
の
精
読
か
ら
グ
ル

ー
プ
で
の
朗
読
も
あ
り
、
朗

読
会
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
も
あ

る
。
ま
た
ラ
ジ
オ
で
の
朗
読

に
聞
き
入
る
場
合
も
あ
る
。

イ
ン
タ
ネ
ッ
ト
に
よ
る
も
の

も
あ
る
。

筆
者
は
朗
読
会
を
、
昨
年

２
０
１
９
年
11
月
に
東
京
の

江
戸
川
区
で
、
今
年
10
月
に

東
京
の
渋
谷
区
で
開
催
し

た
。
い
ず
れ
も
、
社
会
性
を

と
ら
え
た
詩
人
・
茨
木
の
り

子
の
朗
読
会
で
あ
り
、
こ
れ

に
音
楽
を
加
え
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
と
し
た
。
そ
し
て
、
今
回

11
月
、
防
災
に
つ
い
て
の
朗

読
会
を
、
軽
井
沢
の
ブ
ッ
ク

＆
カ
フ
ェ
で
開
催
し
た
。

▼
朗
読
会
＆
ト
ー
ク
会

軽
井
沢
書
店
の
ブ
ッ
ク
＆

カ
フ
ェ
は
、
店
内
に
併
設
さ

れ
て
お
り
、
本
を
読
み
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
し
、
友
達

と
会
話
で
き
る
珈
琲
の
香
り

流
れ
る
〝
居
場
所
〟
で
あ
る
。

軽
井
沢
は
じ
め
長
野
県
で

は
、
昨
年
の
台
風
19
号
で
洪

水
・
浸
水
や
崖
崩
れ
が
あ

り
、
そ
の
対
策
に
力
を
入
れ

よ
う
と
し
て
い
る
。
筆
者

は
、
町
や
地
元
に
「
フ
ェ
ー

ズ
・
フ
リ
ー
」
と
い
う
新
機

軸
を
提
案
し
た
が
、
導
入
に

は
敷
居
が
高
い
。
こ
の
く
だ

り
は
、
本
コ
ラ
ム
の
第
27
回

に
も
既
述
し
て
い
る
。
ま
た

第
18
回
に
触
れ
た
よ
う
に
、

国
は
国
土
強
靭
化
を
掲
げ
て

は
い
る
が
、災
害
は
起
こ
る
。

そ
こ
で
、
寺
田
寅
彦
の
随

筆
『
天
災
と
国
防
』【
註

２
】
の
朗
読
会
を
企
画
し

た
。
朗
読
者
に
は
自
身
も
台

風
15
号
で
被
災
し
た
山
川
建

夫
氏
（
元
・
フ
ジ
Ｔ
Ｖ
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
）
に
依
頼
し
た
。

講
談
社
学
術
文
庫
の
『
天

災
と
国
防
』【
註
３
】
は
、

16
ペ
ー
ジ
の
短
編
で
あ
る
。

ッ
ク
＆
カ
フ
ェ
で
、
寺
田
寅

彦
の
随
筆
を
題
材
と
し
た
朗

読
会
＆
ト
ー
ク
会
を
開
催
し

た
。コ

ロ
ナ
禍
の
時
代
、〝
居

場
所
〟
の
確
保
が
と
て
も
重

要
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
個

人
と
集
団
、
ま
た
都
市
と
田

舎
に
関
わ
ら
ず
「
場
所
と
時

間
」
に
対
す
る
目
標
づ
く
り

と
な
る
。
同
時
に
、
資
源
や

エ
ネ
ル
ギ
ー
ほ
か
、
多
く
の

課
題
も
提
供
す
る
。

▼
軽
井
沢
の
も
つ

　
表
情

浅
間
山
の
麓
に
位
置
す
る

軽
井
沢
は
、
避
暑
地
と
し
て

も
、
別
荘
地
と
し
て
も
日
本

の
代
表
で
あ
る
。
そ
こ
に
住

ん
だ
文
化
人
や
著
名
人
が
時

を
刻
ん
で
き
た
歴
史
が
あ

り
、
建
物
や
足
跡
の
「
表

情
」
が
あ
る
。

夏
に
は
、
た
く
さ
ん
の
観

光
客
が
訪
ね
、
特
に
旧
軽
井

沢
で
は
老
弱
男
女
が
愉
し
げ

に
、
ケ
ー
タ
イ
や
デ
ジ
カ
メ

に
向
か
い
「
表
情
」
を
つ
く

る
。軽

井
沢
の
こ
う
し
た
表
情

を
育
ん
で
き
た
の
は
自
然
で

あ
っ
た
。
浅
間
山
は
稜
線
は

穏
や
か
で
あ
る
が
、
噴
煙
や

噴
石
を
し
ば
し
ば
繰
り
返
し

災
害
へ
の
警
鐘
を
鳴
ら
す
。

こ
れ
も
、
隠
れ
た
「
表
情
」

で
あ
る
。

▼
コ
ロ
ナ
禍
の
居
場
所

コ
ロ
ナ
禍
の
時
代
、
私
た

ち
の
生
活
も
変
容
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
生
活
は
ラ
イ

フ
で
あ
り
、
生
命
と
重
な

る
。
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ネ
ス
ト
（
巣
）
と
し
て

の
家
や
家
庭
の
重
要
性
が
浮

か
び
上
が
っ
て
く
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
デ
ジ

タ
ル
の
時
代
は
、
新
し
い
暮

ら
し
を
先
導
す
る
。
場
所
と

時
間
が
共
有
で
き
、
世
界
を

一
つ
に
で
き
、
自
分
も
そ
こ

に
身
を
置
く
こ
と
が
で
き

る
。
世
界
を
共
有
で
き
る
利

点
も
あ
る
が
、
多
く
は
メ
デ

ィ
ア
発
信
者
に
よ
る
情
報
が

提
供
さ
れ
る
の
で
、
現
実
の

場
所
や
人
々
の
姿
が
必
ず
し

も
知
り
え
な
い
。

居
場
所
は
、
や
は
り
個
人

の
生
活
の
中
に
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
真
の
居
場
所
と

は
？

を
探
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
情
報
か
ら
の
受
身

の
姿
勢
は
、
そ
の
情
報
源
へ

の
依
存
体
質
を
つ
く
る
。
自

ら
が
情
報
を
発
信
す
る
気
概

を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
れ
は
、
東
京
を
中
心

と
す
る
体
制
か
ら
地
方
へ
の

関
心
を
促
す
効
果
を
生
む
だ

ろ
う
。
地
方
に
魅
力
あ
る
居

場
所
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き

る
。

▼
書
籍
文
化
の

　
再
生

文
芸
や
ア
ー
ト

は
、
こ
の
場
合
に

効
果
的
な
メ
デ
ィ

ア
で
あ
る
。
こ
こ

で
共
通
す
る
の
は

デ
ザ
イ
ン
す
る
力

で
あ
る
。
本
や
書

籍
は
、
書
き
手
と

読
み
手
の
キ
ャ
ッ

チ
ボ
ー
ル
で
あ

る
。
書
き
手
は
、

推
敲
し
記
録
す

る
。
読
み
手
は
、

「
非
常
時
」
と
い

う
言
葉
か
ら
本
文

は
始
ま
る
。
我
が

国
で
特
殊
な
自
然

変
異
に
つ
い
て
、

地
理
的
、
歴
史

的
、
国
民
的
、
そ

し
て
科
学
的
な
論

理
展
開
を
述
べ
て

い
る
。

昭
和
９
年
（
１

９
３
４
年
）
に
書

か
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
か
ら
88
年
を

経
た
現
在
に
お
い

て
も
朽
ち
な
い
。

地
震
津
波
台
風
を
例
に
挙
げ

て
い
る
が
、
対
応
や
対
策
に

進
歩
や
革
新
的
な
進
歩
は
な

い
。寺

田
は
末
尾
に
述
べ
て
い

る
。「
昆
虫
や
鳥
類
で
な
い

20
世
紀
の
科
学
的
文
明
国
民

愛
国
心
の
発
露
に
は
も
う
少

し
ち
が
っ
た
、
も
う
少
し
合

理
的
な
様
式
が
あ
っ
て
し
か

る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
う

次
第
で
あ
る
。」
が
、
活
か

さ
れ
て
い
な
い
。

朗
読
の
あ
と
山
川
氏
は
、

フ
ジ
Ｔ
Ｖ
を
退
社
し
た
背
景

と
自
身
の
生
き
方
に
つ
い
て

熱
く
語
っ
た
。
そ
し
て
、
い

み
じ
く
も
、
昨
年
の
台
風
15

号
や
19
号
、
さ
ら
に
近
年
の

災
害
が
、
寺
田
と
の
符
合
し

た
点
に
つ
い
て
語
っ
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
朗
読

に
掲
げ
た
素
材
と
朗
読
者
の

力
量
が
共
感
し
、
聞
き
手
と

も
共
感
を
つ
く
り
出
し
、
文

化
的
な
居
場
所
を
つ
く
り
出

し
た
。

▼
居
場
所
へ
の
期
待

コ
ロ
ナ
禍
は
あ
ら
ゆ
る
人

に
、
新
し
い
生
活
様
式
を
求

め
て
い
る
が
、〝
居
場
所
〟

の
確
保
は
重
要
で
、
苦
痛
を

伴
う
も
の
で
は
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
。
居
場
所
は
、
家
や

家
庭
の
ほ
か
、
余
暇
や
休
息

の
場
に
限
ら
ず
、
仕
事
や
労

働
の
場
も
同
様
で
あ
る
。
安

全
安
心
、
そ
し
て
健
康
で
未

来
に
向
か
う
持
続
可
能
性
が

求
め
ら
れ
る
。

防
災
に
特
化
し
た
事
と
し

て
は
、
被
災
時
に
停
電
や
断

水
、
食
事
や
ト
イ
レ
問
題
が

強
い
。
田
舎
や
地
方
に
目
を

向
け
る
こ
と
で
、
防
災
と
資

源
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
も
新
し

い
視
点
や
方
向
転
換
が
、
例

示
さ
れ
る
。

な
お
詳
し
く
は
、
本
コ
ラ

ム
で
も
、
２
０
１
９
年
９
月

に
第
１
４
１
号
に
お
い
て

《「
９
・
９
停
電
」
と
レ
ジ
リ

エ
ン
ト
な
社
会
》
と
し
て
述

べ
て
い
る
。

【
註
１
】
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
新

聞
第
１
１
０
号
11
面
（
２
０

１
８
年
８
月
６
日
）「
地
方

に
こ
そ
書
籍
文
化
の
拠
点
が

欲
し
い
」

http://www.kofuza.jp/
im

ages/nen_2018_39.
pdf【

註
２
】
岩
波
書
店
、『
寺
田

寅
彦
全
集
』、（
第
五
巻
、
昭

和
25
年
９
月
５
日
発
行
）、

ペ
ー
ジ
１
７
６
～
１
８
８
）

【
註
３
】
講
談
社
、『
天
災
と

国
防
』、（
２
０
１
１
年
６
月

９
日
発
行
、
ペ
ー
ジ
９
～

24
）

◆ENEX2021 第45回 地 球 環 境 と エ
ネ ル ギ ー の 調 和 展（Energy and 
Environment Exhibition）／ DER 
Japan 2021(Distributed Energy 
Resources Japan)
会期：2020年12月9日（水）～ 11日

（金）▷開催時間：10：00 ～ 17：
00▷会場：東京ビッグサイト西2
ホール＆会議棟（東京都江東区有
明3-11-1）▷主催：ENEX＝一般財
団法人省エネルギーセンター／
DER Japan＝ 株式会社JTBコミュ
ニケーションデザイン/問合せ先：
展示会事務局03-5657-0762（JTB
コミュニケーションデザイン内）

◆第15回再生可能エネルギー世界展
示会＆フォーラム RENEWABLE ENE
RGY 2020
会 期：2020年12月9日（水 ）～ 11日

（金）▷開催時間：10：00～ 17：00
▷会場：東京ビッグサイト南1・2
ホール（東京都江東区有明3-11-1）
▷主催：再生可能エネルギー協議
会/問合せ先：展示会事務局03-
5297-8855（シ－・エヌ・ティ内）

●第40回水素エネルギー協会大会
（HESS大会）
会 期：2020年12月2日（水 ）・3日

（木）▷開催方法：来場／ Web経由
▷参加費：個人会員1万円など各
種設定あり詳細要確認▷主催：
一般社団法人水素エネルギー協
会（HESS）

●ESSJ（Energy Storage Summit Ja
pan）2020 International Confere
nce for Energy Network・Teami
ng・innovation ～付加価値創造
に向けたエネルギーのネットワ
ークと協働と革新～
会期：2020年12月8日（火）▷開催
時間：＜コンファレンス＞10：
00 ～ 17：30 ／＜オンラインネッ
トワーキング＞18：00 ～ 18：45
▷開催方法：オンライン▷参加
費：1日券＝2万7,000円／グルー
プ割引…3点以上ご注文の場合＝
2万4,000円・5点以上ご注文の場
合＝1万8,000円▷内容詳細：htt
ps://essj.messe-dus.co.jp/jp/
attend/benefitsofparticipati
on▷主催：株式会社メッセ・デ
ュッセルドルフ・ジャパン/問合
せ先：03-5210-9951

●ソーラーエッジ・伊藤忠商事合

同セミナー：夜間停電時にも電
気が使え、自家消費にも最適な
住宅用太陽光・蓄電連携システ
ム
会期：2020年12月8日（火）▷開催
時間：15：00 ～ 17：00▷開催方
法：ウェビナー▷参加費：無料
（事前登録制）▷詳細・参加登録
案 内：https://marketing.solar
edge.com/acton/media/8801/
s o l a r e d g e - r e s i d e n t i a l -
webinar-with-itochu-dec8-
shin-energy-newspaper ▷主催：
ソーラーエッジテクノロジージ
ャパン株式会社／伊藤忠商事株
式会社

●英弘精機・熱伝導測定装置セミ
ナー
会期：2020年12月9日（水）▷開催
時間：13：30 ～ 14：30▷開催方
法：zoomを利用したウェビナー
▷参加費：無料（事前登録制）▷
詳細・参加登録案内：https://
eko-instruments.zoom.us/webin
ar/register/WN_BGW8XDsGTBWq4V
Jx9qigAQ ▷主催：英弘精機株式
会社

●NPO法 人 農 都 会 議 12月 勉 強 会 
PPP・PFIによる地域エネルギー

ビジネス ～官民連携手法でパブ
リックサービス会社づくり～
会期：2020年12月14日（月）▷開
催 時 間：18：00 ～ 20：30（17：
30開場）▷開催方法：会場／オン
ラインの両方▷参加費：一般 
2,000円／会員・学生 1,000円▷
会場：港区神明いきいきプラザ 
4階集会室A（東京都港区浜松町1
丁目6-7）▷会場参加申し込み先：
https://ux.nu/iX86G▷オンライ
ン参加申し込み先：https://pea
tix.com/event/1720951/view ▷
主催：NPO法人農都会議 バイオ
マスWG ／農都交流・地域支援G

●再エネ×テクノブリッジ in長野
会期：2020年12月18日（金）▷開
催時間：＜講演会＞13：00 ～
17：05 ／＜名刺交換会＞17：20
～ 18：00▷開催方法：来場方式
／オンライン会場（Microsoft Te
ams）▷会場：ホテルメトロポリ
タン長野（長野県長野市南石堂町
1346）▷オンライン参加申し込み
先：https://www.aist.go.jp/fu
kushima/ja/technobridge2020/
entryform.html▷参加費：無料
（事前申込制）▷主催：産業技術
総合研究所 福島再生可能エネル

ギー研究所（FREA）／共催：長野
県／長野県企業局/問合せ：事務
局024-963-0813（FREA内）

●NPO法人農都会議 「2050年CO2ゼ
ロ、カーボン貯留」WEBセミナ
ー
会期：2020年1月25日（月）▷開催
時間：18：00 ～（予定）▷開催方
法：zoomによるオンライン開催
＊詳細要問合せ▷主催：NPO法人
農都会議 バイオマスWG

●地域型バイオマスフォーラム 第2
回
会期：2020年2月15日（月）▷開催
時間：午後（予定）▷開催方法：
zoomによるオンライン開催＊詳
細要問合せ▷主催：一般社団法
人日本有機資源協会／バイオガ
ス事業推進協議会／一般社団法
人日本木質バイオマスエネルギ
ー協会／一般社団法人日本サス
テイナブルコミュニティ協会／
一般社団法人日本シュタットベ
ルケネットワーク／ NPO法人バイ
オマス産業社会ネットワーク／
NPO法人農都会議

新エネルギー関連
イベントカレンダー（12月～ 2月）

※開催日時等内容に変更が生じる場合もあ
ります。詳細は各事務局資料でご確認下さい。学会／セミナー／講演会

展示会


